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素案は何を示したかったのか？
• 素案で示されたのは、4種類の年間放出量（22~100兆Bq/
年）を仮定したたった4枚の拡散図だけである。（８枚のよう
に見えるが実質は４枚）

• そもそも拡散シミュレーションをする場合には、初期条件と
環境条件を明らかにしてからしか作業することが出来ない
が、それが明らかにされていない。

• わずかに、「気象条件等として、2014年1月～12月の風速、
気圧、気温、湿度、降水量を採用（福島県沖合の流況（黒
潮・中規模渦）含む）」とされているが、海洋沿岸環境とし
て計算しなければならない要素は他にもある。

• 日間、月間、年間を含めた干満、沿岸流、海底地形、流入
河川水、年によって変動する黒潮の蛇行などである。放出
される汚染水の水量、放出速度、放流水深、放流口の形
状、水温、密度なども必須の入力項目である。シミュレー
ション結果は、これらの変数を変化させて、そのケース毎
に拡散図が示されるべきである。







• このような拡散シミュレーションではボックスモデルと
いう計算方法が用いられることが多い。海域を3次元
に積み上げられた箱と仮定し、一つの箱に汚染水を
注いで均等にかき回し、箱と箱の境界を越える時の係
数を仮定し、その計数に支配されて汚染物が最初の
箱から周りの箱に拡散していく様子を計算するのであ
る。



素案のシミュレーションは精度が粗すぎる

• 素案では、解像度が水平方向は1㎞メッシュ、鉛直方向は
水深に対して30層（深さ1㎞まで）とされている。すなわち
1km四方で深さ「水深/30」mの箱（水深30ｍなら100万立
米、1000ｍなら3000万立米）を積み上げて計算しているこ
とになるが、いかにも箱が大きすぎる。最初の箱に汚染水
を放出して均等にかき回される保証はどこにもない。次に
指摘するように、水塊の混合は簡単ではないのである。

• そもそもこのシミュレーションは、南北５００km、沖合600ｋ
ｍという広大な海域に関して行ったものである。その結果
のうち福島原発近傍だけ切り取って公開したところに決定
的な無理がある。精度が粗すぎるのである。

• 汚染水の放出速度にもよるが、せめて10mｘ10ｍ（３０層）
の箱を積み上げるべきである。放出された汚染水が海域
環境の諸条件の中で想定通りに希釈されずに、高濃度水
塊が偏在するという結果が生起する可能性を精密に検討
しなければならないのである。



三河湾に流入した河川水は
海水となかなか混合しない
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この種の拡散計算には大きな誤差がつきもの

• 実測データと照合して「パラメーターフィッティング」という
名のつじつま合わせをするのが常である。素案には、セシ
ウム137の実測データで検証したと書かれているが、その
実測データも公開されなければならない。これまで行われ
てきた海洋モニタリングの地点数や頻度では不足である。
そもそも、鉛直方向の観測は行われているのだろうか？

• 計算モデルは様々なものが提案されている。少なくとも二
つ以上のモデルで計算すべきである。

• さらに、第3者が再計算できるように詳しい計算条件と計
算方法を公開するとともに、改めて誰もが納得する条件を
加えて再計算されるべきである。

• そもそも干満や海流や様々な気象条件に左右される海域
での水質観測では、拡散混合実態を正確に把握すること
は容易ではない。どのような観測密度（水平方向、鉛直方
向）、観測頻度によって得られたデータであるかを確認し
なければ、簡単に検証されたなどということはできない。



ALPS処理汚染水にはトリチウム以外の核
種が含まれている

• 素案シミュレーションは、トリチウム（およびセシ
ウム－１３７）がプランクトンや沈殿物に取り込ま
れたり吸着されたりしないことを前提に計算され
ている。

• しかし、ALPS処理で多核種の排出基準がクリア

できたとしても、ストロンチウムー９０など生物蓄
積性の長寿命核種が長期間常時放流されること
になるので、これら核種の生物濃縮や沈降フ
ラックスについても計算されなければならない。



事故前の福島第一原発のトリチウム放出濃度は
1Bq/L以下だった

• 排出基準６万Bq/Lを1500Bq/Lまで薄めて放
流としているが、事故前は毎秒400トンほどの
温排水で希釈されていたので、年間２２兆Bq
放出しても実質濃度は1～2Bq/L程度、2兆Bq
なら0.1～0.2Bq/Lに過ぎなかった。


